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敷 保護者管理、毎週上下とも持ち帰り 保護者管理で基本的には隔週で上下交互に持ち帰る（シャワー期間中は上下とも持ち帰り） 











































































































































18日（月） 19日（火） 20日（水） 21日（木） 22日（金） 23日（土） 



































（１）健康な心とからだ  （２）自立心  （３）協同性  （４）道徳性・規範意識の芽生え
（５）社会生活とのかかわり  （６）思考力の芽生え  （７）自然とのかくわり・生命尊重
（８）数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 （９）言葉による伝え合い （10）豊かな感性と表現 
Ⅵ．まとめ 
 指導計画とその評価は表裏一体の関係である。長期の指導計画に基づいて、短期の指導計画を作成し、毎日の保
育を実施することが重要である。実施状況を様々な視点で振り返り、子どもの変容を把握し、それが保護者や地域
にどのような影響を与えているか、反対に何がうまく実践されなかったかを評価する必要がある。そして改善方策
を検討して、次年度の年間指導計画等を作成することが、指導計画と評価の一体化である。指導計画を作成し実施
し自己評価することはもちろん、外部評価も参考にして、総合的に評価と改善を繰り返すことにより、保育所の指
導計画はさらに良いものになると期待する。
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